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抄録

フラン樹脂を用いた鋳型作製時に発生する硫黄酸化物やホルムアルデヒドを削減するた

め、樹脂の改良を試みた 「固体酸」でフラン樹脂を処理したものを用いて鋳型試験片を。

作製し強度を調べたところ、処理しない樹脂より強度が増加することがわかった。
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１ はじめに

フラン樹脂鋳型は他の有機系バインダーに比較

して多くの利点があり、取扱が簡単であることか

ら、多品種少量生産の鋳物工場に多く使用されて

いる。しかし、硬化時のホルムアルデヒドの発生

と注湯時に発生する硫黄酸化物が問題である。現

在、バインダーメーカーにおいても硫黄酸化物や

ホルムアルデヒド発生の低減を目指した改良が行

われ、また、新規のバインダーも開発されてきて

いるが、フラン樹脂バインダーの利便性を大きく

越えるものは出てきていないのが現状である。

固体酸は、東京工業大学 原研究室において、

硫酸代替プロセス用触媒として開発された もの1)

である。これは、水にも有機溶媒にも溶けないこ

とから、反応系から容易に回収可能である。その

ため、後工程において中和工程等をなくすことが

できるため、エネルギーとコスト面で大変有利で
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ある。

また、固体酸は、硫酸を触媒とする化学プロセ

ス（脱水、加水分解、エステル化）のほとんどす

べての工程で利用可能 であることが明らかに
2 ,3) )

されつつある。本研究では、この固体酸の特徴を

鋳造用フラン樹脂の改良に用い、鋳型の初期強度

を高めることにより、硫酸等の硫黄が含まれる硬

化剤の量を減らし、注湯時の硫黄酸化物の発生量

を減らすこと、および鋳型硬化時に発生するホル

ムアルデヒドの量を低減させることを目標に研究

をおこなった。

２ 実験方法等

2.1 固体酸と樹脂との反応性等

使用した固体酸は、神奈川科学技術アカデミー

において合成したものを使用した。

まず、市販のフラン樹脂の主成分であるフルフ

リルアルコールと固体酸との反応性を調べ、フィ

ルターを用いたろ過性能も調べた。

次に、市販鋳造用フラン樹脂と固体酸を３口フ

ラスコに入れ、冷却管を取り付け、オイルバス中

で加熱した。加熱後、フラスコから反応物を取り
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出し、フィルターでろ過を行った。

2.2 鋳型の作製

鋳物砂（フラタリーシリカサンド） に、市1kg

販フラン樹脂用硬化剤 を加え、 分間万能混5g 1

合攪拌機（三英製作所製 ）で撹拌後、樹,5DM-r

脂 を加えさらに 分間撹拌した。この混練砂10g 1

23を試験片作製用木型に入れ、恒温恒湿室で、

℃、 に一定時間保持した後、鋳型試験片47%RH

を取り出し、圧縮強度を測定した。

３ 結果及び考察

3.1 固体酸の樹脂等との反応性調査

固体酸によりフルフリルアルコールを ℃で120

加熱処理したところ、時間の経過と共に、溶液の

色が黒色化・粘調化し、硬化反応が進行している

ことが推察された。また、固体酸の粒度分布は図

１のとおりであり、また 観察（図２）からSEM

も約 μ 程度のフィルターでろ過可能と推察10 m

された。そこで、この反応液をフッ素樹脂製フィ

ルターでろ過したところ、図３のとおり固体酸の

みフィルター上に残り、ろ液は、数日放置しても

変化は見られなかった。

図１ 固体酸粒度分布
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図２ 固体酸SEM画像

図３ フィルター上の固体酸とろ過した樹脂

3.2 鋳型強度試験

固体酸処理した樹脂を用いて作製した、１時間

放置後の鋳型試験片強度を表１に示す。このこと

から、固体酸処理により、１時間放置後の鋳型試

験片の強度が増す場合があることがわかった。

表１ 固体酸処理有無による鋳型強度変化(kg/cm )
2

1時間後

固体酸処理ﾌﾗ ﾝ樹脂 ２１．７

固体酸処理なしﾌﾗﾝ樹脂 １４．２

４ まとめ

固体酸処理により、鋳型初期強度が増加するこ

とから、硬化剤使用量を削減し注湯時の硫黄酸化

物発生量をも減少させることができる可能性があ

鋳造の現場にることが分かった。今後は、実際の

適用できるように改良する予定である
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